





























































































































































































書けとのことでございました。昨年来俳句の流行につれて各地に其雑誌が出るようになりましたのに、昔からの都であつた京都に何もないというは不釣合な事であるから「種ふくべ」の出るのはまことに適當なことと考へます。併しながら雑誌の発育はかなり困難なもので、寄合世帯のやうでは到底永続せぬことは明かでありますから、雑誌を己の生命と思うほどの人が一人なくてはなりませぬ。なぐさみに出す雑誌ならば、盛にならうと衰へようと構わぬとはいふものゝ、とにかく一度 れた子は成 べく無病息災であるのが親の望むところでありましよう。私はどこ迄も「種ふくべ」の無病息災を祈つて居ります。 （傍線・論者）
子規は自らが経験した『俳諧』 （明治二十六年五月、二号で終刊） 、




















































































『種ふくべ』に対する選句依頼に対しては傍線のように「俳句選抜之件承知致候」とある。そして石版摺りを否定しながら、 「何にても手ニあふ事ならバ御申聞次第御助力申上」と、喜んで協力を申し出 をり、子規の意欲の感じられる文面である。そして年末年始の多忙の最中で 病中にも拘わらず一ヶ月あまりで長文の「俳句上の京と江戸」を書き上げ四明に届けている。子規の日本派の俳句の発展にかける思いとその行動力は驚嘆に値す俳句選抜が出来なかった裏には子規の体調や多忙の外に、他の俳






































と問い合わせがあるが、自分はつまらない文章と俳句を寄稿するだけで、編集発行には与らない立場であると言っている。四明は発行計画には協力し、創刊に花を添えるべく、子規に原稿と選句を依頼している事 子規から四明宛て書簡（明治三十二年十二月十六日付）によって確認できる。けれどもそれはあくまで協力で、編輯には与らないことを強く主張している。四明の協力と多くの賛辞を得て創刊さ た『種ふくべ』であったが「編集の大釜菰堂の和歌山への移住が原因で第一号のみで廃刊となる」と、粟津水棹も「中川四明の追憶」 （大正六年七月『懸葵 第一四巻第五号・故中川四明翁追悼号）に記 ている。
以上をまとめると、明治三十三年四月三日、京都から大釜菰堂に
よって俳誌『種ふくべ』が創刊された。大釜菰堂 当時二十三歳京都の俳人で美学者の中川四明が、明治二十九年九月二十一日に立ち上げた京阪俳友満月会 創立準備から参加していた人物であった京阪俳友満月会は正岡子規の俳句革新を支援する、最初期の地方俳



































共編』 ・論者）の「新俳句」という句集が出た。日本 聞社を初め、各新聞、雑誌 登載 （投書欄を含めて）五千句を集めたものだが、これに菰堂の多くの句が登載された。何ぶん明治における俳句集の最初のも だっただけに、これで菰堂の俳
人としての格付けが定着されたわけで、後年、新宮金曜会に於いて「子規直門」と唱われたわけもここにあった。 （傍線・論者）
俳句選集『新俳句』は明治三十一年三月創刊。子規が、上原三川
から届いた校正原稿に全て目を通したもので（宮坂静生『正岡子規と上原三川』 ） 、其の序文に子規が「明治俳句集の嚆矢」と宣言したことで知られる。しかしそこ 菰堂の句は九句だけ ある。 『新俳句』四八五七句のなかで僅か九句の菰堂句はどう見ても清水徳太郎が記したような「多くの句が登載された」とか、 「俳人としての格付け 定着された」とは言い難い。
しかし清水は触れていないが、ここに注目すべきことがある。そ
れは、子規が自分の手控えとして、新聞その他に投句された句を自ら選んで書き留めたも とされる『承露盤』である。この『承露盤』に、菰堂は「菰堂子」と て六十九句が掲載されてい とである。『承露盤』は昭和十二年（一九三七）九月二〇日、寒川鼠骨が正岡子規編著として、巧芸社から刊行 もの あるから子規在世当時は知られていない。しかし今、その内容を見ると、内藤鳴雪、河東碧梧桐、高浜虚子、夏目漱石、石井露月、佐藤紅緑、五百木飄亭、柳原極堂や 森鷗外の句もある。『承露盤』は総句数七九四八、子規が、明治二十八年から三十三年までの六年間の投句、句稿、書簡等から選句して手許に控え これを新年、春、夏、秋、冬 と季節別に分類整理したも である。
─	38	─
子規はここから新聞『日本』や『ほとゝぎす』その他に掲載していたと思われるので、この頃子規が良いと思った句は、 『承露盤』 、『日本』 、 『新俳句』 、 『ほとゝぎす』と数箇所に出ているものもある。したがってそうした俳句の作者の名は、日本派の新しい俳句に関心のある読者にとっては、同じ名前をあちこちで度々目にすることなり、印象づけられることになる。 「菰堂（菰堂子） 」という名もそのようにして、遠い新宮の人々 も印象づけられ、新宮の新派俳結社「金曜会」においては、 「子規選に度々選ばれた人」として、「子規直門」ともてはやされ位置づけられのではないかと考えられる。『承露盤』の菰堂の句は二十九年から三十一年に集中しているがその句数の多さを見ると若干二十三歳の菰堂が俳誌を出そうとした動機が伺えるようである。『種ふくべ』発行の動機が伺えるものとして清水徳太郎は亀田小しようこ蛄（俳人・ 『糸瓜』主宰）の「春は行く」 （俳誌『砂丘』第一八七
号、昭和四一・五所載）を引用してその時代背景をあげる。亀田よると 「関西では既に大阪 「車百合」 第一期が一度没落したあとなので 唯一の俳誌となつて、諸国俳友がワンサと投稿し きた」のだという。
つまり、子規の俳句革新運動による日本派の俳句 発表の場を、
ようやく人々が求め出してきた時代であり、そ 要請に応えるものでもあったということであろう。『車百合』は大阪の青木月兎が明治三十二年十月、弱冠二十一歳







































































































































































































































































『小日本』を手伝い、終刊後は『日本』の記者となって子規に俳句を学んでいる。その間、医術開業試験に合格したもの 脚気を患っていた。体調の良くない露月を心配した子規 四明に手紙を出して（明治三十二年四月十日、四明宛子規書簡）露月のため 京都での就職を依頼したのである。その結果露月は四明の奔走により、明治三十二年四月から京都の東山病院に勤務 ている 五月二十七日付、子規から四明宛て書簡、 「石井露月の身の上に付種々ご配慮下され～」の礼状が残され いる。
その露月が京都東山病院に勤務中に参加した京阪俳友満月会の句
















































雑誌の編輯者は、單行本の著作者に相等する故本節も第二章單行本の「發行者著作者特別要注意事項」を再讀されたい。たゞ本節で述ぶることは、發行者、編輯者、印刷 印刷所等の変更の場合に付いてゞある。新聞紙法に依る出版物には、変更届に関する規定あるも、出版法には、変更届に関しては何等規定するところがない。故に変更の場合は、変更せる奥付を印刷した出版物（雑誌）と出版届を呈出すれば宜しい。若し変更 せる場合には、發行者に其変更届を返送し改めて最初の出版手続きを履 させる事になる。要するに変更 場合は、最初の出版手続きと同様の手続きを履行すべきで変更届 呈出を要しない。
この条文をふまえれば、 『種ふくべ』新宮版の場合は、 「印刷者」 、
「印刷所」の変更に該当すると思われるが「出版法には、変更届に関しては何等規定するところがない」とあるので、変更届は必要な
─	44	─

























































































































つこつ投句し、それが子規選によって度々新聞『日本』等に掲載され、有望な若手俳人として名前が知られるようになり、その結果菰堂が自信を深めたことが指摘できよう。 『承露盤』 収録された菰堂の六十九句はその経過を知らせ くれる。『承露盤』は今ではほとんど忘れられているが、子規の俳句革新運動の初期にあって、記念すべき俳句集である。子規が自分の手控えとして明治二十八年から三十三年までの新聞その他 投句された句を自ら選んで書き留めたものである。その総句数七九四八、これを新年、春、夏、秋、冬と季節別に分類整理 ている。『承露盤』は昭和十二年（一九三七）九月二〇日、寒川鼠骨が改造社版子規全集の付録にするため、正岡子規編著として巧芸社から刊行した。したがって子規在世当時は一般には知られていない。なお、 （ 『俳文学大辞典』和田克司氏）によると、この『承露盤』
の「子規の自筆草稿は、子規庵重修のため一枚ずつ配布された」という。
子規選集『承露盤』に入集した菰堂の句を次にあげる。句の下に、







































































































































































































































































て、子規の初期の評価が高いと言う点では一頭地を抜い いたのであろう。それで「俳人としての格付けが定着した」 （清水徳太郎「新宮町新派俳句事始」 ）ということでもあったろう。
明治という新しい時代の空気の中でも日本派の俳句はそう簡単に








































京阪満月会が成り立ったのもまた此時である。 （略）会規万端悉く翁の創意で、毎月一回満月の夜を以て会すとか、月の出汐を待って会を開くといふやうな、なか／＼振るつた会規が案ぜられたのである。当時日本新聞への投句家は極め 少なかったのであるが、はからず今宵の如く三人会してみれば、尚他にも多少 同好者 無ければならぬ。それには何か会のやうなものを設ける必要があらう。これが満月会の成り立った起源であり、また地方に俳句の集団が出来た最初のものであったろう。
ここに露石が回想するように、京阪俳友満月会は、子規の出身地
松山の「松風会」を除けば、地方に日本派の俳句集団の出来た初め







































事実これを契機に、翌三十年には「奥羽百文会」 （仙台） 、 「松声






生が日本新聞社を辞して京へ帰つたのが明治二十三年の九月、子規君 同社へ入られたのが二十五年、故に子規君と同じ神田の編集局で卓子を並べたことは無く、子規君が非無子の手を経て写真を送りて呉れられたのが一昨年、 （中略）生は此時初て子規君に逢ふたの ある。
けれども日本及び小日本に子規君の俳句が出てから、初めて











ら創刊した『懸葵』に「子規氏の遺訓」として、嘗て子規に懇願し京都版『種ふくべ』に掲載した「俳句上の京 江戸」を再掲載したことでも窺われる。そこ は「子は既に世に在らず、涙とともに撮影の霊前に供えて、吾等同人の之を遺訓として長く守らんこ 相誓ふのみ」 、遺訓として受容し、伝えていくことを誓っている。菰堂は以後、この『懸葵』の同人、選者として、四明達とともに毎年の子規忌を長く大切に修している。おわりに「幻の俳誌」 （清水徳太郎「新宮町新派俳句事始」 ）とされる新宮版『種ふくべ』と大釜菰堂の調査を経て、改めて子規の俳句革新 、子規やその周囲にいた人々だけでなく、子規が設けた新聞『日本の投句欄 ほとゝぎす』など 新しい媒体を通じて、新宮 ような遠隔の地にいた人々にも即座 伝達された事が解る。しか 、第四章でも述べたように「当時日本新聞への投句は極めて少なかった」 （水落露石『懸葵』 四明翁追悼号」 ）という。明治九年生まれの京都の大釜菰堂はそうした時代に、松山出身者では い立場で熱心な投句者であった。子規が手許控えとして明治二十八年から三十三年まで 投稿句を選別、整理して書き残した『承露盤』に 大釜
菰堂の句が六十九句掲載されている。そして新聞『日本』を調べるとその多くが『日本』に投句 たものであることが確認される。
新聞『日本』の先輩記者であり、京都へ戻ってからも『日本』に









亡くなるのである。このとき菰堂は落胆を発憤のエネルギーに変えたのであろう。彼は「こ に金曜会の創立者 失うこととなったが、その後猿叫の偉業は果して美しき実を結び、今や会員も二十余名に上がつて、優に日本俳壇南海の雄鎭と目せらるゝ迄になった。 （略）幸いに雑誌『種ふくべ』も此会の助太刀を得て再び発刊の運に会し、 」と、新宮版『種ふくべ』二十六頁に、 「金曜会（紀州） 」と題して発刊の動機を述べている。菰堂が新宮に移住したとき、菰堂の言う京都版『種ふくべ』の「発行権」は、編輯発行者の菰堂について共に移動したと考えられる。したがって菰堂としては 決心次第でいつでも俳誌を発行できる立場にあった。菰堂の決意は確かに拙速の感は否めない。 かし彼は「大い 関西 俳壇に貢献する所あらんと期するに至ったのである 意気軒高である そして「一号雑誌ではあつたが俳誌（京都版『種ふくべ』を指す・論者）も出たこともある若者」である菰堂によって、 「新宮俳壇 黄金時代」が到来したの ある。 「新宮有力者の
援助の期待
が菰堂念願の「種




























































































Study for Ogama Kodo – The reason why two 
editions of TANEFUKUBE exist–
NEMOTO,	Ayako
Ogama Kodo was a haiku poet in Meiji era and he cultivated fellowship with Masaoka 
Shiki and Nakagawa Shimei. In 1890, he issued a haiku journal called “Tanefukube” as a 
main editor with Shimei, and “Haiku-jou-no-Kyo-to-Edo” written by Shiki was appeared on 
this journal at first. In general, people thought that this “Tanefukube” was issued first 
edition only because Shimei mentioned it on “Kakeaoi”. However, Kodo had issued 
“Tanefukube” again. First “Tanefukube” was issued in Kyoto, and Second “Tanefukube” 
was issued in Shingu.
In this paper, I consider why Kodo issued “Tanefukube” again and why Shime said that 
“Tanefukube” ceased publication after its first edition through researching “Tanefukube” 
issued in Shingu
